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以
前
か
ら
肺
気
腫
を
患

っ
て
い
た
妻
が
、
年
末
か
ら
急

激
に
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。
息
を
す
る
の
も
苦
し

い
と
言
い
、
脈
拍
が
1

3

0

ま
で
上
が
り
、
血
中
酸
素
濃
度

が
85

と
一
時
は
ど
う
な
る
こ

と
か
と
心
配
し
た
が
、
訪
問
医

療
の
先
生
、
訪
問
看
護
師
、
ケ

ア
マ
ネ
の
お
陰
で
一
応
危
機

は
脱
出
し
た
。
し
か
し
常
時
、

酸
素
吸
入
を
必
要
と
す
る
生

活
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
ま

で
酸
素
ボ
ン
ベ
の
人
を
見
る

と
大
変
だ
な
～
と
思
う
程
度

で
あ
っ
た
が
、
い
ざ
家
族
が
そ

う
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
本
人
を

含
め
介
護
の
大
変
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
る
。 

最
近
は
早
朝
か
ら
電
動
車

い
す
「
W

h

i

l

l

」（
ウ
ィ

ル
）
で
娘
と
散
歩
に
出
か
け
、

少
し
涼
し
く
な
っ
た
朝
の
空

気
を
吸
っ
て
３０

分
で
帰
っ
て

く
る
と
朝
食
が
お
い
し
い
ら

し
い
。
改
め
て
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
娘
に
感
謝
し
て
い
る
。 

 
 

（
山
﨑
治
男
） 

  

 

 

 

                          

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

      

仲
間
ふ
や
し
月
間
ス
タ
ー
ト 

 

秋
の
仲
間
増
や
し
月
間
が
、
全

国
の
年
金
者
組
合
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
１０

月
～
１１

月
で
す
。 

西
京
支
部
は
、
今
年
の
５
月
末

に
過
去
最
高
の
１
８
０
名
の
組
合

員
数
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
８

月
に
１
名
、
９
月(

９
／
１
現
在)

に

１
名
新
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。

同
時
に
退
会(

健
康
上
、
転
居)
の
方

も
あ
り
、
９
月
１
日
の
組
合
員
数
は

１
７
６
名
で
す
。 

お
米
を
始
め
と
す
る
物
価
の
高

騰
、
低
く
抑
え
続
け
ら
れ
る
年
金
、

医
療
・
介
護
費
用
負
担
の
増
加
、
一

方
で
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
る
日
本

の
軍
事
費
、
世
界
で
続
く
許
し
が

た
い
戦
争
、
そ
し
て
日
々
身
体
で

感
じ
る
「
地
球
沸
騰
化
」
な
ど
な
ど
、

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
国 

民
そ
っ
ち
の
け
の
石
破
首
相
退
陣
。 

      

政
治
や
暮
ら
し
に
対
す
る
不
安

や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
、
語

り
合
い
、
学
び
あ
い
、
行
動
し
あ
う

仲
間
の
増
え
る
こ
と
が
、
大
切
な

と
き
で
す
。 

同
時
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
卓

球
、
う
た
を
歌
っ
た
り
、
編
み
物
を

し
た
り
、
お
茶
を
味
わ
っ
た
り
、
お

喋
り
し
た
り
、
日
々
を
楽
し
く
元

気
に
過
ご
し
あ
う
仲
間
の
増
え
る

こ
と
が
、
大
切
な
と
き
で
す
。 

西
京
支
部
は
、
今
年
の
総
会
で

「
仲
間(

組
合
員)

を
増
や
す
こ
と
、

年
金
者
組
合
を
大
き
く
す
る
こ
と

は
、
社
会
的
な
存
在
感
を
高
め
、
要

求
実
現
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
仲
間
が
集
ま

る
こ
と
で
交
流
の
幅
が
広
が
り
、

高
齢
期
を
よ
り
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
」「
西
京
区
の
高
齢

者
の
１
％
、
３
０
０
名
組
合
員
の
達

成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
新
年
度

は
早
期
に
１
９
０
名
の
到
達
を
め

ざ
し
ま
す
」
と
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 楽

し
い
行
事 

サ
ー
ク
ル
活
動
で 

１
９
０
名
の
西
京
支
部
へ
!! 

 

１０

～
１１

月
に
は
、
う
た
ご
え
喫 

茶(

１０

／
７)

、
年
金
フ
ェ
ス
タ(

１１ 

／
１６)

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
１２ 

の
サ
ー
ク
ル
が
、
楽
し
く
活
発
に 

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
知
り 

合
い
や
お
友
達
を
誘
い
あ
い
ま
し 

ょ
う
。 

 

９
月
は
仲
間
増
や
し
月
間
「
準 

備
助
走
期
間
」
で
す
。
支
部
委
員
会 

で
も
、
月
間
成
功
の
た
め
の
準
備 

を
す
す
め
ま
す
。
組
合
員
の
み
な 

さ
ん
も
、「
入
っ
て
欲
し
い
方
」
を 

思
い
う
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

組
合
員
み
ん
な
で
知
恵
と
力
を 

寄
せ
合
っ
て
、
仲
間
増
や
し
を
す

す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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知
恵
と
力
よ
せ
あ
っ
て 

楽
し
く 

 

「
仲
間
増
や
し
」「
年
金
改
善
署
名
」 

窓 
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「
誰
も
が
安
心
で
き
る 

年
金
制
度
へ
の
改
善
を 

求
め
る
署
名
」
ス
タ
ー
ト 

  

「
年
金
が
低
す
ぎ
る
」「
物
価

高
騰
に
追
い
つ
い
て
な
い
」
、

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
暑
い

中
で
も
ク
ー
ラ
ー
付
け
る
時
間

を
減
ら
そ
う
、
買
い
物
も
控
え

て
控
え
て
の
暮
ら
し
で
す
。
高

齢
者
が
、
当
た
り
前
に
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
年
金
制
度

の
実
現
は
、
待
っ
た
な
し
で
す
。 

 

署
名
用
紙
は
、
「
年
輪
西
京
」

９
月
号
と
一
緒
に
、
組
合
員
に
一

枚
ず
つ
お
渡
し
し
ま
す
。『
年
金

を
引
き
下
げ
る
制
度
＝
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
』『
年
金

支
給
開
始
年
齢
を
６５

歳
以
上
に

引
き
あ
げ
な
い
で
』『
最
低
保
障

年
金
制
度
の
実
現
』『
年
金
支
給

は
毎
月
に
』
『
３
０
４
兆
円
も
貯

ま
っ
て
い
る
公
的
年
金
積
立
金

を
、
保
険
料
引
き
下
げ
や
給
付

の
改
善
に
ま
わ
す
』
の
５
請
願
項

目
で
す
。
組
合
員
一
人
が
署
名

用
紙
一
枚(

３
筆)

、
目
標
で
す
。

西
京
支
部
で
５
２
８
筆
と
な
り

ま
す
。 

２
０
２
４
年
度
の
取
り
組
み
で

は
、
京
都
府
全
体
で
集
ま
り
が

悪
く
全
国
最
下
位
で
し
た
。
西

京
支
部
で
も
少
な
い
状
況
で
し

た
。 

 

支
部
委
員
会
で
は
、
署
名
集

約
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

改
善
点
な
ど
討
論
を
深
め
て
い

ま
す
。「
年
金
制
度
改
善
を
」
の

私
た
ち
の
切
実
な
声
を
し
っ
か

り
国
会
に
届
け
る
署
名
活
動
を

重
視
し
て
取
り
組
み
、
目
標
は

必
ず
や
り
遂
げ
ま
し
ょ
う
。
組

合
員
が
、
ま
ず
自
分
の
名
前
を

書
き
、
お
友
達
、
ご
近
所
の
方
に

訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
西
京

区
の
他
団
体
に
協
力
の
申
入
れ

を
支
部
と
し
て
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

 

第
１
次
の
締
め
切
り
は
、
１２

月
末
、
第
２
次
は
３
月
末
で
す
。

「
署
名
用
紙
書
け
ま
し
た
よ
」

と
、
支
部
委
員
に
ご
一
報
下
さ

れ
ば
、
取
り
に
伺
い
ま
す
。
３
筆

全
部
埋
ま
ら
な
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
一
筆
一
筆
大
切
に
、
す
す

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  

    

２
０
２
５
年
５
～
６
月
に
行
わ
れ

た
「
学
区(

班)

別
交
流
・
懇
談
会
」

と
６
月
定
期
総
会
で
出
さ
れ
た
要

望
を
整
理
し
、
２
０
２
２
年
に
提
出

し
た
要
望
書
の
追
加
項
目
と
し
て
、

９
月
１１

日
に
提
出
し
ま
し
た
。 

１０

月
中
旬
以
降
の
早
い
時
期
に

文
書
で
の
回
答
と
懇
談
を
要
望
し

ま
し
た
。 

  

西
京
区
長
・
洛
西
支
所
長 

【
要
望
事
項
】 

 

１
．
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画(

小
浜
・ 

京
都
ル
ー
ト)

の
中
止
。 

２
．
敬
老
乗
車
証
制
度
を
２
０
２ 

２
年
以
前
に
戻
す
。
西
京
区
内 

の
す
べ
て
の
民
間
バ
ス
に
敬
老 

乗
車
証
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
。 

３
．
西
陵
中
学
校
、
竹
の
里
小
学
校
、 

川
西
市
営
住
宅
、
市
立
芸
大
の 

跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
地
元
住 

民
の
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
止 

め
て
有
効
活
用
す
る
。 

 

４
．
西
京
区
の
中
学
校
全
員
制
給 

 
 

   

食
に
つ
い
て
、
一
律
に
セ
ン

タ
ー
方
式
の
対
象
に
す
る
の

で
は
な
く
、
自
校
方
式
、
親
子

方
式
、
兄
弟
方
式
が
可
能
な

と
こ
ろ
は
、
住
民
の
要
望
に

沿
っ
て
実
施
す
る
。 

５
．
向
日
市
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
に 

 

 

つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
住
民
の
要
望
を
受
け
止
め

実
施
す
る
。 

６
．
樫
原
史
跡
公
園
に
ト
イ
レ
の

設
置
。
物
集
女
街
道
千
代
原
口

以
南
の
歩
道
整
備
。 

７
．
補
聴
器
の
公
的
補
助
早
期
実

現
。
聴
覚
障
害
者
の
補
装
具
補

助
を
両
耳
に
適
用
。 

８
．
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
。 

９
．
公
的
施
設(

西
口
会
館
、
桂
東

口
会
館
、
洛
西
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
４
会
館
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ)

の
使

用
料
金
値
下
げ
。
西
口
会
館
の

日
曜
日
開
館
。 

  

   

10
．
西
京
区
役
所
東
館
会
議
室
を

区
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
。

西
館
給
湯
室
や
会
議
室
の
整
備
。

洛
西
支
所
会
議
室
休
日
使
用
時

の
冷
暖
房
整
備
・
改
善
。 

 

京
都
市
長
・
京
都
市
交
通
局
長 

【
要
望
事
項
】 

１
．
西
京
区
に
L

R

T
等
の
鉄
軌

道
を
導
入
し
、
交
通
体
系
の
抜

本
改
善
を
は
か
る
こ
と
。 

２
．
西
京
区
の
市
バ
ス
運
賃
の 

値
上
げ
を
元
に
戻
す
こ
と
。 

３
．
以
下
の
路
線
、
便
数
の
改
善
を

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。 

 

※
西
5

、
西
6

バ
ス
の
路
線
と

便
数
を
改
善
す
る
こ
と
。 

 

※
69

号
は
土
日
も
平
日
と
同
じ

路
線
で
運
行
す
る
こ
と
。 

４
．
敬
老
乗
車
証
制
度
を
２
０
２ 

２
年
以
前
に
戻
す
。
西
京
区
内
の

す
べ
て
の
民
間
バ
ス
に
敬
老
乗

車
証
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
。 

   

西
京
区
役
所
と
京
都
市
交
通
局
に
「
追
加
要
望
書
」
提
出
し
ま
し
た 
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向
日
市
・
向
日
町
競
輪
場
内
に
建
設
予
定
の 

京
都
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
の
問
題
点 

 

    

 
 

 

澤 
太
郎(

上
里) 

 

昨
年
５
月
に
京
都
府
は
京
都

ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
を
向
日
町
競

輪
場
内
に
、
競
輪
場
の
再
整
備

に
合
わ
せ
て
建
設
す
る
と
発
表

し
、
事
業
者
の
公
募
を
し
、
今
年

３
月
５
日
に
府
議
会
に
ア
リ
ー

ナ
整
備
の
契
約
議
案
を
提
案
し
、

共
産
党
以
外
の
賛
成
で
７
日
に

可
決
し
ま
し
た
。 

競
輪
場
に
数
百
ｍ
で
隣
接
す

る
西
京
区
で
も
道
路
・
交
通
に

つ
い
て
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
上
里
、
大
原
野
、
競
輪
場
が

あ
る
向
日
市
中
心
部
に
は
片
側

２
車
線
の
道
路
は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
集
女
街
道
も
、
府
が
道
路
・
交

通
渋
滞
の
緩
和
に
役
立
て
る
と

説
明
し
て
い
る
福
西
東
通
り
も
、

片
側
１
車
線
の
道
路
で
す
。
物

集
女
街
道
や
福
西
東
通
り
に
沿

接
す
る
福
西
地
域
や
樫
原
地
域

で
も
、
ア
リ
ー
ナ
の
工
事
中
か

ら
渋
滞
・
安
全
・
騒
音
を
懸
念
す 

    

る
声
が
多
数
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
年
６
月
の
説
明
会 

は
向
日
市
民
会
館
だ
け
で
、
今
年 

４
～
５
月
の
説
明
会
も
向
日
市
民 

の
み
全
戸
に
周
知
さ
れ
、
向
日
市 

民
会
館
、
向
日
市
の
公
民
館
・
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、 

西
京
区
で
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ 

ん
。 ５

月
に
、
上
里
、
福
西
、
樫
原
の

住
民
を
中
心
に
「
京
都
ア
リ
ー
ナ

を
考
え
る
西
京
の
会
準
備
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。
６
月
１３

日(
金)
午

前
に
成
宮
府
会
議
員
、
河
合
市
会

議
員
と
共
に
京
都
府
知
事
宛
の
要

望
書
を
京
都
府
文
化
施
設
監
の
理

事
、
企
画
参
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

①
市
の
協
力
を
得
て
、
西
京
区
の

学
区
単
位
、
特
に
隣
接
学
区
で
説

明
会
を
早
急
に
開
催
す
る
こ
と
。

②
道
路
・
交
通
・
日
常
生
活
へ
の
影

響
が
予
測
さ
れ
る
中
、
必
要
な
対

策
を
立
案
説
明
し
住
民
合
意
が
得

ら
れ
る
ま
で
、
工
事
の
着
手
を
行

わ
な
い
こ
と
な
ど
を
要
望
し
懇
談

し
ま
し
た
。
同
日
午
後
に
は
洛
西

支
所
で
成
宮
議
員
、
河
合
議
員
と

共
に
西
京
区
役
所
と
洛
西
支
所
の

地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
長
に
京
都
市
長
宛
の
要
望
書
を

提
出
し
、
市
長
か
ら
知
事
に
要
請

し
、
市
も
協
力
し
て
説
明
会
を
す

る
こ
と
を
始
め
、
上
記
２
つ
要
望

事
項
を
提
出
し
、
道
路
・
交
通
問
題

な
ど
を
中
心
に
懇
談
し
ま
し
た
。 

９
月
２８

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

福
西
会
館
で
京
都
ア
リ
ー
ナ
を
考

え
る
西
京
の
会
の
結
成
集
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

            

 

祝
園
に
ミ
サ
イ
ル
が
！

10
月
19
日 

現
地
で
全
国
集
会 

 
 

組
合
員
の
皆
さ
ん
。
ご
存
じ
で 

す
か
。
精
華
町
の
自
衛
隊
基
地
に 

ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
が
新
た
に
14 

棟
も
設
置
さ
れ
よ
う
と
し
て
い 

る
こ
と
を
。
そ
の
ミ
サ
イ
ル
は
長 

距
離
攻
撃
用
で
全
国
で
1

3

0 

棟
配
備
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
る 

で
「
戦
争
前
夜
」
の
動
き
で
は
な 

い
で
す
か
。 

年
金
者
組
合
は
、
「
戦
争
す
る

国
」
づ
く
り
に
反
対
し
ま
す
。 

１１

．
１９

集
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

             

西
京
区
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す 

※
人
数 

２５

名(

先
着
順) 

※
費
用 

２
５
０
０
円(

当
日
払
い) 

※
出
発
時
間 

①
境
谷
大
橋
東
向
き
９
時
半
発 

②
桂
西
口
バ
ス
停
向
か
い 

９
時
４５
分
出
発 

※
帰
着
時
間 

 

①
桂
西
口
１６

時
４５

分
頃 

②
境
谷
大
橋
１７

時
頃 

※
持
ち
物 

昼
食
・
飲
料
・
雨
具 

 

◆
呼
び
掛
け
団
体 

 

西
京
革
新
懇
・
洛
西
平
和
ネ
ッ

ト
・
年
金
者
組
合
西
京
支
部 

◆
問
合
せ
先 

藤
原
克
東 

 

０
９
０
７
３
４
４
９
３
３
４ 
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８
月
誕
生
会 

８
／
２５ 

８
名
の
参
加
で
し
た 

 

〜新しい仲間～ 

組合に加入されました！ 

◎南 直樹さん 

   川島梅園町 20-1 

◎松本篤子さん 

 御陵溝浦町 34-1 

    
 

 
 

今
も
現
役
と
し
て
お
仕
事
を

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
薬
を

の
ん
だ
り
通
院
は
し
て
い
る
け

ど
、
散
歩
を
続
け
て
お
ら
れ
る

方
、
家
族
が
ク
ー
ラ
ー
を
嫌
い
、

ク
ー
ラ
ー
な
し
の
生
活
で
、
少

し
強
い
身
体
に
な
っ
た
か
な
と

と
い
う
方
も
。
今
の
身
体
で
出

来
る
こ
と
を
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
の
強
い
８
人
の
方
か
ら

元
気
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 

 

         

  
 

 

 

 

丸
山
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏

を
き
き
、
一
緒
に
歌
い
、
脳
ト
レ
、

恒
例
の
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
で
、

和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
来
て

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
て
、

嬉
し
い
で
す
。
送
迎
を
し
て
下
さ

っ
た
り
、
付
添
い
で
来
て
く
だ
さ

っ
た
方
も
あ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。(

池
島
三
千
江) 

 
 

   応
援
の
拍
手
い
っ
ぱ
い
！ 

大
丈
夫
、 

み
ん
な
お
ん
な
じ 

 
 

 
 

 

堀
内
収
子(
新
林) 

 

私
の
誕
生
日
は
昭
和
２０

年
８
月

１０

日
。
誕
生
日
が
近
づ
く
と
戦
後

〇
〇
年
と
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
伝
え

ら
れ
ま
す
。
今
、
現
在
地
球
上
で
戦

争
が
起
き
て
い
ま
す
。
考
え
ら
れ

な
い
事
で
す
。
絶
対
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
は
、
い
ろ

い
ろ
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
平
和

憲
法
が
あ
り
、
平
和
が
な
ん
と
か

保
た
れ
て
い
ま
す
。
何
と
し
て
も

守
り
続
け
な
く
て
は
！ 

８
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
は
８
名

の
参
加
が
あ
り
、
ケ
ー
キ
と
コ
ー

ヒ
ー
を
前
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と

始
ま
り
、
少
し
辛
い
こ
と
が
話
さ

れ
る
と
「
大
丈
夫
、
み
ん
な
お
ん
な

じ
」
と
応
援
の
拍
手
。
最
高
齢
は
９４

歳
！
素
晴
ら
し
い
と
拍
手
。 

バ
イ
オ
リ
ン
の
生
演
奏
で
歌
お

う
会
が
始
ま
り
、
気
持
ち
よ
く
歌

い
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
も
元
気
よ
く

答
え
な
が
ら
頭
の
体
操
を
し
ま
し

た
。 お

誕
生
会
の
前
に
、
素
晴
ら
し

い
絵
手
紙
で
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
カ
ー
ド
が
届
き
、「
あ
ー
、

私
の
誕
生
日
」
と
気
づ
く
こ
と
が

し
ば
し
ば
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
色
々
お
世
話
頂
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

          

     

大
橋
和
子
（
新
林
） 

 

は
じ
め
に
、
ア
ニ
メ
「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」
を
観
ま
し
た
。
私
は
原
作
の

本
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
は

手
作
り
の
ハ
ン
バ
ー
グ
と
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
。
具
た
く
さ
ん
の
炊
き
込

み
お
こ
わ
、
そ
の
他
。
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。 

話
は
、
「
日
航
機
１
２
３
便
の
墜

落
事
故
」
の
真
相
の
本
の
内
容
を

聞
い
て
、
と
っ
て
も
驚
き
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
時
の
話
で
は
、
大
橋

歳
彦
さ
ん
と
近
い
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
 

 

洛
西
の
市
営
住
宅
に
空
き
室
が

多
く
あ
る
の
に
京
都
市
は
入
居
さ

せ
る
気
が
な
く
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム

も
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
安

い
家
賃
で
住
み
た
い
人
が
多
く
い

る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
も
っ
た
い

な
い
で
す
ね
。
芸
大
の
跡
地
も
そ

の
ま
ま
で
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

切
り
捨
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

              

参
加
者
は
女
性
５
名
、
男
性 

２
名
で
し
た
。
常
連
さ
ん
の
２ 

人
が
来
ら
れ
て
い
な
い
の
が
寂 

し
い
で
す
。
ま
た
時
間
が
と
れ 

れ
ば
是
非
参
加
し
ま
す
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

         

女
性
の
会 

８
／
２９ 

第
１２
回 

 

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

 
 

 
 

 

７
名
参
加 
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おめでとうございます!! 

2025 年《傘寿を祝う会》 
10 名の方が傘寿をお迎えになります 

吉田吉彦さん(松尾)／成田光生さん(桂) 

出口靖子さん(川岡)／神田久江さん(樫原) 

樽門さ百合さん(樫原)／鈴村 堯さん(大枝) 

尾池 惺さん(上里)／田角トシ子さん(境谷) 

大橋和子さん(新林)／堀内収子さん(新林) 

お祝い会 

  10 月 13 日(月・祝)10～12 時 

樫原公会堂 
傘寿の方々をはじめ組合員の皆さんのご参加を

お願いいたします。参加希望の方は 10 月４日

（土）までに支部役員までご連絡ください。 

★プログラム 

・傘寿の方々の紹介・記念品贈呈 

・傘寿の方々のお言葉・お祝いの言葉 

・お祝いの歌 

民謡の会「華」・西京うたうなかまたち 

★会食（お弁当を用意します） 

★参加費・傘寿の方は無料・他は５00円です。 

「傘寿記念文集」発行について 

傘寿の方々には恒例の「記念文集」への寄稿をお

願い致します。年輪西京号外で発行します。祝う会

の当日、原稿用紙をお渡しいたします。 

 締切は 11月 30 日(日)迄です。お近くの支部

役員までお届けいただくか、ご連絡をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

) 

２０２５西京年金フェスタ 

11 月 16 日(日) 

西京区役所西館２階大・中会議室 
 今年も、組合員以外の多くの方々にも参加いた 

だけるよう、楽しく有意義な内容をと検討中です。 

詳細は年輪西京 10月号でお知らせします。 

◎実行委員会のお知らせ 10 月６日(月)午後、実行委

員会を開きます。各サークル代表の方はご参加くだ

さい。場所・時間は別途、連絡します。 

「介護について交流と学びあう会」(仮称) 

〜立ち上げ準備会～ 

９月 25 日(木)13 時半～15 時 

洛西支所第３会議室 
 私たち高齢者にとって、誰もが関わりの出てくる

「介護問題」、すでに関っている方、介護保険制度

について知りたい、学びたい方…。 

ぜひご参加ください。 

支部・女性の会共催 

恒例 うたごえ喫茶 

 

10 月７日(火)13 時半～15 時半 

ほっこりサロン隣の「カフェスレット」 
本格的コーヒーとピアノの音色のうたごえ喫茶 

お楽しみに！  駐車場側から入れます。 

組合員以外の方もお誘い下さい。 

参加費 500 円(コーヒー付) 

 

 

 

国際基準で「生活できる年金」の実現を！ 

25 年京都年金一揆 

10 月 11 日(土)ラボール京都 

13 時 20 分～15 時 
講演：年金問題いよいよ国際基準の舞台に 

    「ILO 要請行動の成果と今後の課題」 

    牛久保 秀樹さん 

(ILO 申し立て代理人弁護士) 

 

 

平和、人権、憲法がいきづく社会を！ 

要求運動の大きなうねりを起こそう！ 

21 世紀第 24 回京都高齢者大会 

10 月 18 日(土)ラボール京都 

10 時～15 時 

(午前)分科会／(午後)全体会・パレード 
記念講演：気候変動と私たちのくらし 

      浅岡 美恵弁護士 
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絹
田
邦
枝
さ
ん
は
、
１
９
３
９

年(

昭
和
１４

年)

２
月
生
ま
れ
。
６

歳
で
終
戦
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

前
号
に
続
い
て
絹
田
さ
ん
の
寄

稿
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

戦
後
初
め
て
の
文
房
具 

戦
後
初
め
て
配
ら
れ
た
教
科

書
は
、
新
聞
大
の
も
の
が
配
ら

れ
、
そ
れ
を
各
自
が
切
り
分
け

て
綴
じ
る
の
で
す
。
鉛
筆
は
す

べ
り
が
悪
く
、
文
字
が
か
す
れ

ま
し
た
。
ジ
ー
プ
の
形
を
し
た 

消
し
ゴ
ム
は
、
用
を
な
さ
ず
こ 

す
り
す
ぎ
て
ノ
ー
ト
が
破
れ
る 

始
末
で
す
。 

    

 

今
、
台
所
で
お
湯
が
す
ぐ
使
え
、

お
風
呂
も
ま
た
し
か
り
で
、
世
界

中
の
あ
ら
ゆ
る
美
味
し
い
も
の
を

口
に
し
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話

の
中
の
お
姫
様
し
か
使
え
な
か
っ

た
羽
毛
布
団
で
や
す
み
、
テ
レ
ビ

や
ス
マ
ホ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
楽
し

み
が
あ
っ
て
、
考
え
て
み
る
と
徳

川
将
軍
よ
り
、
は
る
か
に
贅
沢
な

暮
ら
し
だ
と
思
う
こ
と
が
し
ば
し

ば
で
す
。 

あ
の
頃
一
部
の
人
を
除
い
て
、

殆
ど
の
人
は
貧
し
い
暮
ら
し
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
も
未
来
は
、
き

っ
と
い
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
と

い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

で
初
め
て
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

華
や
か
な
世
界
を
色
々
見
せ
て
く

れ
た
万
博
、
わ
く
わ
く
し
て
迎
え

ま
し
た
。 

２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
不
祥
事
の
連
続
。

今
開
か
れ
て
い
る
万
博
も
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
、
ト
ラ
ブ
ル
続
々
、
大
阪

夢
島
に
は
足
が
向
き
ま
せ
ん
。 

 

戦
後
80

年 

我
が
国
の
誇
り 

戦
後
80

年
、
戦
い
で
他
国
の
人

を
殺
め
ず
、
他
国
の
人
か
ら
殺
め

ら
れ
ず
の
歳
月
、
我
が
国
の
誇
り

で
す
。 

今
も
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

続
け
ら
れ
る
戦
争
、
多
く
の
人
を

地
獄
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
す
戦

争
、
一
体
誰
が
戦
い
で
得
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

子
供
に
、
第
二
次
大
戦
の
頃
、
そ

し
て
戦
後
の
こ
と
を
伝
え
て
も
、

「
そ
ん
な
古
い
話
し
せ
ん
と
い

て
！
」
と
。
私
は
「
壬
申
の
乱
や
応

仁
の
乱
の
話
を
し
て
る
の
と
違
う
。

お
母
さ
ん
が
生
き
て
い
る
時
代
の

話
し
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
も
、
聞
く

耳
を
も
ち
ま
せ
ん
。 

思
い
の
た
け
書
く
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
こ
と
に
、
感
謝
し
ま

す
。 

 
 

 

２
０
２
５
年
６
月
記 

         

早
見
公
夫
さ
ん
は
、
１
９
４
０
年

(

昭
和
１５
年)

１２

月
１０

日
生
ま
れ
。

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
の
２
日
後

で
す
。 

        

僕
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
４
０

年
で
す
。
12

歳
年
上
の
姉
が
い
ま

す
。
僕
が
４
歳
位
の
頃
は
、
熊
本
県

の
八
代
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

疎
開
先
で
の
銃
撃 

 

そ
の
八
代
に
も
米
軍
の
空
襲
が

始
ま
る
よ
う
に
な
り
、
僕
と
祖
母

と
姉
と
３
人
で
、
球
磨
川
の
上
流

の
萩
と
い
う
所
に
あ
る
、
知
り
合

い
の
家
に
疎
開
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
の
こ
と
で

す
が
、
姉
と
裏
山
に
山
菜
取
り
に

登
っ
た
時
、
い
き
な
り
低
空
飛
行

で
近
づ
い
て
来
た
米
軍
機
に
銃
撃

さ
れ
た
こ
と
を
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
覚
え
て
い
ま
す
。
姉
は
と
っ
さ

に
、
僕
を
か
か
え
て
木
の
陰
に
逃

げ
ま
し
た
。
姉
は
さ
ぞ
怖
か
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

米
軍
が
九
州
に
上
陸
す
る
デ
マ 

 

そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
敗
戦
と
な
り

ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
姉
か
ら
聞

い
た
話
で
す
が
、
日
本
の
兵
隊
が

一
列
に
並
ん
で
、
球
磨
川
に
銃
弾

を
撃
ち
込
む
、
不
思
議
な
光
景
に

出
合
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
兵
隊
の
一
人
か

ら
、
米
兵
に
襲
わ
れ
た
時
は
、
自
決

す
る
様
に
と
ピ
ス
ト
ル
を
手
渡
さ

れ
た
そ
う
で
す
。「
米
軍
が
九
州 

に
上
陸
し
て
く
る
」
と
い
う
デ
マ

が
流
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

戦
後
の
混
乱
の
時
代
、
大
人
た

ち
は
本
当
に
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
僕
た
ち
は
本
当
に
空
腹
だ

っ
た
こ
と
は
、
は
っ
き
り
覚
え
て

い
ま
す
。
い
ま
テ
レ
ビ
で
、
ガ
ザ
の

子
ど
も
達
が
皿
を
も
っ
て
、
食
糧

支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

に
群
が
る
の
を
見
る
と
、
本
当
に

胸
が
つ
ま
り
ま
す
。 

２
０
２
５
年
６
月
記 

 
 

 
 

 
 

戦
後
８０
年
を
語
る
〈
８
〉 

４
歳
の
頃
の
記
憶 

米
軍
機
に
銃
撃
さ
れ
た
こ
と 

 

早
見
公
夫(

桂
東) 

 

戦
後
８０
年
を
語
る
〈
７
〉 

一
体
誰
が
戦
い
で
得
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
２ 絹

田
邦
枝(
嵐
山
東) 
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阿
部
い
ず
み(

松
尾) 

 

  
 

被
爆
８０

年
。
今
回
の
広
島
、
長

崎
大
会
は
か
っ
て
な
い
海
外
か

ら
の
参
加
が
多
か
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
は
２
人
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ド
イ
ツ
、
英
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
キ

ュ
ー
バ
、
米
国
か
ら
も
２
人
。
そ

の
他
、
個
人
や
平
和
団
体
等
が

参
加
し
た
。
自
国
で
も
大
き
く

動
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
『
核
の
抑
止

力
』
論
が
あ
る
。
日
本
に
来
て
、

何
か
ヒ
ン
ト
は
な
い
か
？
と

「
何
を
す
れ
ば
、
ど
う
行
動
を

す
れ
ば
？
」『
抑
止
力
』
論
に
打

ち
勝
て
る
か
を
知
り
た
く
て
、

や
っ
て
き
た
多
く
の
海
外
か
ら

の
人
達
だ
。 

 
 

日
本
の
被
爆
者
は
、「
あ
と
何

年
声
を
出
せ
る
か
？
」
の
思
い

か
ら
今
回
、
あ
り
っ
た
け
の
力

を
振
り
絞
っ
て
被
爆
体
験
を
語

っ
た
。
米
国
か
ら
の
一
人
は

「
『
核
抑
止
』
を
主
張
す
る
為
政

者
に
『
あ
な
た
も
核
で
死
ぬ
』
と 

迫
り
、
い
か
に
核
が
危
険
か
伝
え 

よ
う
」
と
発
言
し
た
。
世
界
一
金
持 

ち
の
ト
ラ
ン
プ
に
「
被
爆
し
た
ら 

お
金
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
」 

と
伝
え
て
欲
し
い
。 

 
 

戦
後
80

年
、
８
月
１５

日
は
敗
戦 

日
だ
。《
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
》
で
軍
国 

主
義
勢
力
を
「
永
久
に
除
去
」
す
る
。 

と
こ
の
宣
言
を
受
諾
し
た
。
こ
の 

宣
言
は
日
本
の
戦
後
の
出
発
点
だ
。 

二
度
と
戦
争
は
し
ま
せ
ん
と
世
界 

に
誓
っ
た
日
だ
。 

 

私
は
、
次
世
代
に
「
少
し
で
も
良 

い
社
会
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た 

い
。
」
と
願
い
、
平
和
行
動
を
続
け 

て
き
た
。
初
め
の
頃
は
ま
だ
希
望 

が
あ
っ
た
。
半
分
寝
た
き
り
に
な 

っ
た
今
回
の
参
議
院
選
で
は
、
戦 

争
が
し
た
い
党
が
力
を
つ
け
た
。 

欧
米
も
極
右
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い 

る
。
日
本
も
そ
の
中
に
い
る
。
被
爆 

の
当
事
者
や
平
和
を
守
る
運
動
を 

す
る
人
間
の
言
葉
が
通
じ
な
い
人 

間
が
増
え
て
い
る
。 

 

『
平
和
な
８０

年
と
言
う
時
間 

は
、
戦
争
を
準
備
す
る
時
間
で
も 

あ
る
』
そ
ん
な
一
文
が
目
に
止
ま 

っ
た
。
今
ま
で
手
を
こ
ま
ね
い
て 

い
た
訳
で
は
な
い
。
加
藤
周
一
、
大 

江
健
三
郎
、
井
上
ひ
さ
し
氏
等
、
９ 

人
が
立
ち
上
げ
た
《
９
条
を
守
る 

会
》
も
そ
の
一
つ
だ
。《
９
条
を
守 

る
会
》
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
平
和
を
積 

み
重
ね
て
き
た
。 

し
か
し
そ
の
努
力
を
一
瞬
で
ひ 

っ
く
り
返
し
た
者
達
が
い
た
。
兵

庫
県
知
事
選
挙
に
始
ま
り
、
今
回

の
参
院
選
で
は
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ

ル
が
全
国
へ
と
広
が
っ
た
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
『
洗
脳
』
だ
っ

た
。
参
政
党
が
つ
く
っ
た
『
ヒ
ー
ロ

ー
は
現
れ
な
い
』
と
い
う
ロ
ッ
ク

調
の
歌
が
あ
る
。
単
純
で
、
耳
に
残

る
曲
に
な
っ
て
い
る
。
短
く
て
同

じ
フ
レ
ー
ズ
を
、
繰
り
返
し
繰
り

返
し
流
す
こ
と
で
、
頭
に
す
り
こ

む
「
ヒ
ー
ロ
ー
は
現
れ
な
い
。
君
た

ち
が
ヒ
ー
ロ
ー
だ
」
と
歌
う
。
参
政

党
の
演
説
の
間
に
、
こ
の
歌
を
流

し
た
。 

参
政
党
に
投
票
す
れ
ば
「
ヒ
ー

ロ
ー
に
な
れ
る
」
と
流
す
。
ど
の
よ

う
な
人
間
が
対
象
か
？(

兵
庫
県
知

事
選
挙
で
も
同
じ
こ
と
が) 

１
．
一
度
も
投
票
し
た
こ
と
が
な

い
無
関
心
層 

２
．
先
行
き
に
漠
然
と
不
安
を
抱

く
人 

３
．
深
く
考
え
な
い
。
参
政
党
が
何

を
言
っ
て
い
る
か
？
草
案
は
読

ま
な
い
、
見
な
い
、
考
え
な
い
。 

４
．『
理
念
』
よ
り
『
の
り
』
を
選

ぶ
。 

常
日
頃
、
深
く
物
事
を
考
え
な

い
。
政
治
な
ん
て
他
人(

ひ
と)

ご
と

と
思
っ
て
い
た
人
間
を
対
象
に

『
洗
脳
』
を
考
え
付
い
た
。 

 

参
政
党
は
し
ば
し
ば
「
お
ま
え

は
日
本
人
か
？
」
と
尋
ね
る
。「
日

本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
も
叫
ぶ
。
こ

の
日
本
人
の
定
義
は
狭
い
。
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
で
外
国
人
を
や
り
玉

に
挙
げ
た
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

参
政
党
に
反
対
す
る
人
は(

国
籍
は

日
本
人
で
も)

日
本
人
と
認
め
な
い
。

参
政
党
以
外
は
日
本
人
に
非
ず
＝

非
国
民
。
彼
ら
の
草
案
を
読
む
と
、

ま
る
で
明
治
時
代
か
ら
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
き
た
人
間
の
集
ま
り

の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
を
甘
く

見
て
は
い
け
な
い
。
後
ろ
に
お
金

が
有
り
、
ま
た
組
織
的
に
力
が
働

い
て
い
る
気
が
す
る
。『
洗
脳
』
は

危
険
だ
。
戦
争
へ
の
道
だ
。 

 

私
は
難
病
で
あ
り
、
ウ
ツ
病
で

あ
り
、
左
派
の
高
齢
者
だ
。
＝
少
数

派
の
日
本
人
に
非
ず
、
に
な
り
ま

す
。 

                         

お知らせ ニュータウンのまちづくりを考えるイベント 

「Chat and drinks」 

９月 26 日(金)午後 7 時～８時半 

ラクセーヌ１階北出入り口横／先着 30 名程度／無料 
「ニュータウンのこれまでとこれから」をテーマに、コミュニティデザ 

イナー関西学院大教授山崎亮さんが話し、参加者と語り合う。 

申し込み不要、問い合わせは市住宅政策課 222-3666 

新聞に掲載されて

いました。 

 

戦
後
８０

年
に
思
う 

(
な
ん
で
や
ね
ん
参
政
党) 
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久
坂
部
羊
著 

「
人
は
ど
う
老
い
る
の
か
」 

を
読
ん
で 

 
 

              (女性の会) 

第 13 回９月 26 日(金)／第 14 回 10 月 24 日(金) 

一人暮らし、高齢の方、毎日が寂しい、お喋べりがしたい… 

どなたでも歓迎。10 時半～15 時です。 

◎ユーコート１０６号大橋照代宅◎昼食代５００円程度 

◎参加の方は事前にご連絡を 

大橋照代３３１-３２７３ 中須洋子３９４-６５４８ 

おしゃべりサロン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 
川
村
雅
美(

境
谷) 

  
 

私
は
必
ず
し
も
す
べ
て
賛
同

す
る
わ
け
で
は
く
、
個
人
的
に

反
対
の
考
え
方
も
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
参
考
に
な
る
言
葉

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
死
や
老
い
は
受
け
入
れ
た

方
が
楽
で
、
余
計
な
問
題
も
引

き
起
こ
さ
な
い
の
に
、
そ
れ
を

否
定
す
る
健
康
法
や
医
療
、
お

得
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
裏
に
は
必
ず
ビ
ジ
ネ

ス
、
す
な
わ
ち
金
儲
け
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
赤
字
を
覚
悟
で 

〝
お
得
な
情
報
〟
を
提
供
す
る

人
は
い
ま
せ
ん
。」
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
す
。 

 
 

 

    

私
た
ち
は
健
康
の
た
め
に
薬

を
飲
み
、
病
院
に
通
い
、
勧
め
ら

れ
る
治
療
を
受
け
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

助
か
る
場
合
も
多
く
、
そ
れ
を 

必
要
と
す
る
人
も
大
勢
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
著
者
は
続
け
ま
す
。「
命 

よ
り
大
事
な
も
の
、
苦
し
ま
ず
に 

い
る
と
い
う
こ
と
」
と
、
坂
本
龍
一 

氏
の
「
も
う
逝
か
せ
て
く
れ
」
を
引 

用
し
て
い
る
よ
う
に
、
痛
み
に
弱 

い
私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

ぽ
っ
く
り
寺
参
り
や
死
期
が
予
測 

で
き
る
病
気
を
望
ん
だ
り
も
す
る 

声
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。 

  

私
自
身
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診

断
さ
れ
、
治
療
を
始
め
ま
し
た
。
京

都
市
医
師
会
主
催
の
講
演
会
を
聞

い
て
納
得
し
、
点
滴
治
療
を
月
2

回
、
３
万
円
ほ
ど
で
受
け
る
方
向

で
し
た
。
１
年
半
で
50

万
円
以
上

か
か
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
CT 

・
M

R

I
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
採
血
・

問
診
、
さ
ら
に
家
族(

私
の
場
合
は

友
人)

が
答
え
る
特
別
問
診
な
ど
、

多
く
の
検
査
が
続
き
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
P

E

T

検
査
の
予
約

ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
ふ

と
立
ち
止
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

認
知
症
に
関
す
る
本
を
何
冊
も

読
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
治
療
の

こ
と
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
治
療
を
受
け
て
い
る
知
人
も
２

人
い
ま
す
。
要
す
る
に
「
点
滴
を
１

年
半
続
け
、
50

万
円
以
上
か
け
れ

ば
、
認
知
症
の
進
行
が
数
年
遅
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
88

歳
を
目
前
に
し
て

「
数
年
遅
ら
せ
る
こ
と
に
本
当
に

意
味
が
あ
る
の
か
？
」
と
自
問
し

ま
し
た
。
介
護
2

の
息
子
を
世
話

す
る
立
場
で
あ
り
、
自
分
も
介
護

2

の
状
態
で
す
。
な
ら
ば
治
療
に

費
や
す
よ
り
も
「
好
き
な
こ
と
、
楽

し
い
こ
と
を
し
て
過
ご
す
2

年
」

を
選
ん
だ
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
直
し
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
本
に
は
、「
認
知
症
予
防
に

確
実
な
方
法
は
な
い
」
と
は
っ
き

り
書
か
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
さ

れ
る
要
素
の
一
つ
に
「
睡
眠
不
足
」

が
あ
り
、
脳
内
に
た
ま
る
ア
ミ
ロ

イ
ド
は
睡
眠
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
特
に
22

時
か

ら
翌
3

時
が
大
切
だ
と
い
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
午
前
1

時
過
ぎ
に

寝
る
こ
と
が
多
く
、
今
さ
ら
悔
や

ん
で
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
私
は
再
度
こ
の
本
を
読
み
直
し
、

P

E

T

検
査
を
断
り
、
夜
は
22

時

に
消
灯
し
て
「
好
き
な
こ
と
を
し

て
暮
ら
す
道
」
を
選
び
ま
し
た
。
人

生
に
は
間
違
い
も
失
敗
も
後
悔
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時
々
に

自
分
で
考
え
、
自
分
で
選
択
し
て

き
た
の
な
ら
、
そ
れ
が
自
分
の
生

き
方
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
。

幸
い
私
は
好
き
な
こ
と
が
あ
り
、

助
け
て
く
れ
る
仲
間
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
の
で
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

  

今
は
「
自
分
の
病
気
の
こ
と
」
よ

り
も
、
戦
争
や
社
会
の
不
平
等
と

い
っ
た
大
き
な
問
題
に
ど
う
向
き

合
う
か
を
考
え
た
い
。
ガ
ザ
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を
止
め
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
。
格
差
の
あ
る

社
会
を
ど
う
変
え
て
い
け
る
の
か
。

悩
む
べ
き
こ
と
は
、
む
し
ろ
そ
ち

ら
に
あ
る
の
で
す
。 

 
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
こ
と
に

過
度
に
悩
む
の
は
や
め
、
平
和
の

た
め
に
仲
間
を
作
り
、
あ
と
2

年

は
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
本
の
紹
介
を
兼
ね
ま
し

た
が
、
ぜ
ひ
仲
間
と
一
緒
に
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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「お助けし隊」ご利用下さい 

●庭の草引き●部屋の掃除●布団干

し●不用品整理・廃棄処分●買い物

代行●電球交換●パソコンやスマホ

操作●役所手続き●話し相手●車で

の移送、等々相談に応じます。 

＊気兼ねなく頼み頼まれるため少額

の謝礼(１時間につき 400 円～)と

実費(交通費等)を頂きます。対応は

原則２人で行います 

まずはご連絡下さい。連絡先： 

藤原克東（樫原☎391-0781） 

大橋歳彦（福西☎331-3273） 

市川弘子（桂川☎392-3717） 

山﨑治男（桂坂☎332-4753） 

新宮峰男（境谷☎754-6471） 

 

 

 

９
月
お
誕
生
日 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

松
尾…

…
中
田
洋
子
さ
ん 

松
陽…

…
安
宅
明
子
さ
ん 

桂
川…

…

成
宮
真
理
子
さ
ん 

桂
東…

…

市
村
恒
人
さ
ん 

 
 

 
 

川
岡…

…

高
間
恵
子
さ
ん 

樫
原…

…

森
脇
健
二
さ
ん 

 
 

 
 

谷
山
喜
代
美
さ
ん 

 

桂
坂…

…

四
辻
隆
雄
さ
ん 

新
林…

…

田
口
和
子
さ
ん 

 
 

 
 

河
合
幸
子
さ
ん 

福
西…

…

大
橋
歳
彦
さ
ん 

 
 

 
 

長
尾
文
雄
さ
ん 

 
 

 
 

八
木
定
子
さ
ん 

 
 

 
 

幸 

陶
一
さ
ん 

◎
誕
生
会
９
月

日(

月) 

時
半
～
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い 

  

                             

                             

                          
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

                            

                             

【当面の日程】 

９月１5 日(月)13 時半～第６回支部委員会ほっこりサロン 

9 月 20 日(土) 9 時 45 分～西京ピースウォーク 

桂高校北西の歩道集合→JR 桂川駅 

       19 時～緊急学習会北陸新幹線ルート再検証 

         西京連絡会 区役所中会議室     

9 月 21 日(日) 10 時～西京要求懇談会 樫原公会堂 

9 月 22 日(月) 13 時半～9 月誕生会ほっこりサロン 

9 月 25 日(木) 13 時半～「介護…の会」準備会洛西支所 

       16 時定例西口宣伝 

9 月 28 日(日) 10 時～西京食材支援 境谷会館 

       14 時～京都アリーナを考える西京の会結成集会 

           福西会館 

10 月６日(月) 10 時半女性の会／13 時半第７回支部委員会／ 

年金フェスタ実行委員会 ほっこりサロン 

10 月 7 日(火) 13 時半～うたごえ喫茶カフェスレット 

10 月 10 日(金) 16 時～北陸新幹線延伸を考える会 

アピールウォーク２ 

10 月 11 日(土) 13 時～京都年金一揆 ラボール京都 

10 月 13 日(月祝) 10時～傘寿を祝う会 樫原公会堂 

10 月 18 日(土) 10 時～京都高齢者大会 ラボール京都 

10 月 1９日(日) 11 時～祝園全国大集会けいはんな記念公園 

10 月 20 日(月) 13時半～第８回支部委員会 会場未定 

10 月 27 日(月) 13 時半～10 月誕生会ほっこりサロン 

11 月１日(土) 西京母親大会(時間・会場未定) 

11 月３日(月祝) 13 時半～憲法集会 円山音楽堂 

11 月 11 日(火) 〜12日(水)日本高齢者大会 in さいたま 

 

毎月定例 25 日 

桂駅西口宣伝 

９月 25 日(木) 

16 時～16 時半 

北陸新幹線延伸を考える西京連絡会 

アピールウォーク２ 

10 月 10 日(金) 

16 時～17 時半(予定) 

集合：桂川街道八条通り交差点 

桂東・川岡東・川岡地域を回り

ます 

サ
ー
ク
ル 

う
た
う
な
か
ま
た
ち 

西
京
み
ん
な
で
作
る 

音
楽
会
で
選
ば
れ
参
加 

９
月
７
日 

「
京
都
府
民
音
楽
会
」 

   

永
守
重
信
市
民
会
館 

♪
お
お
牧
場
は
み
ど
り 

♪
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に 

３／１実施した第２弾!! 
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小島志津子 

阿部いずみ 

                            

                            

                            

                           

               

 

            

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

山本公子 

原口 薫 大橋照代 

神田保弘 

とっておきの一枚 

 

「ヘチマ いろいろ」植物園にて 

山田喜彦(松尾)  
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読
者
文
芸 

「投稿」のお願い 

短歌・俳句・川柳・エ

ッセイ・絵画・写真

等、投稿お待ちしてお

ります。支部委員又は

下記へ 

◎メール山本公子 

ushitora1947@ 

gaia.eonet.ne.jp 

◎FAX 新宮峰男  

754-6471 

ご意見ご感想もお寄せく

ださい。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
短
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
野
祐
子 

  
 

3
Ｇ
の
芯
が
嬉
し
い 

 

老
い
を
知
る
鉛
筆
三
本
仲
良
く
し
よ
う 

血
圧
と
脈
拍
数
を
気
に
し
た
ら 

 

一
喜
一
憂
こ
の
身
が
も
た
ぬ 

絶
食
後
の
一
匙
の
粥
に
よ
み
が
え
る 

 

葛
湯
を
混
ぜ
る
遠
い
日
の
母 

陰
な
く
ば
光
は
な
い
の
。 

た
め
ら
わ
ず
そ
こ
に
佇
み
鎮
も
る
が
よ
い 

時
流
れ
臓
器
の
交
換 

 

授
か
り
し
命
は
一
つ
の
寄
せ
木
に
な
り
て 

受
験
子
が
猛
暑
の
り
き
る
空
調
室 

 

ト
ロ
箱
の
魚
の
眼
は
閉
じ
る
こ
と
な
く
在
り 

絶
大
な
地
球
の
営
む
不
思
議
さ
え 

 

究
め
て
丸
め
て
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

俳
句 

三
句 

 
 

義
弘 

 
 

 

小
さ
き
庭
の
木
木
に
絡
み
し
零
余
子(

む
か
ご)

か
な 

無
人
駅
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
お
も
て
な
し 

空
港
に
特
攻
花
や
敗
戦
忌 

 
 

 

●
特
攻
花=

南
の
島
に
学
徒
兵
が
散
じ
た
天
人
菊
の

花
々
が
今
で
は
平
和
へ
の
祈
り
と
し
て
空
港
周
辺

に
咲
い
て
い
ま
す   

  
 

俳
句 

三
句 

 
 

野
原
み
か 

 
 

 
 

 

生
き
の
び
て
敗
戦
日
祝
う
槿(

む
く
げ)

散
る 

戦
争
を
知
ら
ず
七
十
二
歳
平
和
が
好
き 

噎(

む)

せ
か
え
る
風
が
重
い
無
花
果
の
香(

か) 

   川
柳
の
会 

今
月
の
題 

「
風
」 

 

風
ふ
か
れ
手
づ
か
み
し
た
い
幸
せ
よ 

 
 

 
 

 

一
美 

風
に
乗
り
ひ
と
り
夢
路
を
旅
に
出
る 

 
 

 
 

 

一
美 

禿
げ
頭
帽
子
飛
ば
さ
れ
風
恨
む 

 
 

 
 

 
 

 

一
美 

風
よ
み
て
進
路
を
決
め
る
今
も
な
お 

 
 

 
 

た
か
ね 

涼
風
に
コ
ス
モ
ス
の
花
嬉
し
そ
う 

 
 

 
 

 

た
か
ね 

暴
風
雨
こ
れ
が
あ
る
の
で
水
足
り
る 

 
 

 
 

た
か
ね 

見
え
ぬ
の
に
し
か
と
描
け
る
風
と
や
ら 

 
 

 
 

杜
撰 

大
災
害
迷
走
台
風
明
日
は
ど
こ 

 
 

 
 

 
 

 

杜
撰 

徹
子
さ
え
興
味
津
々
藤
井
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

杜
撰 

同
窓
会
風
の
便
り
を
確
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

風
鈴
の
音
（
ね
）
も
聞
か
ず
し
て
夏
終
わ
る 

 
 

陽
子 

風
車
電
気
作
る
ぞ
仁
王
立
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

炎
天
下
じ
っ
と
耐
え
て
る
風
見
鶏 

 
 

 
 

 
 

白
夜 

台
風
が
つ
か
の
間
の
秋
連
れ
て
き
た 

 
 

 
 

  

白
夜 

扇
風
機
体
温
超
え
の
熱
い
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
夜 

騙
さ
れ
た
「
あ
な
た
の
風
に
な
る
」
な
ん
て 

 

美
夜
生 

台
風
で
涼
し
く
な
る
と
思
い
き
や 

 
 

 
 

 
美
夜
生 

新
曲
を
英
語
で
歌
う
‼
藤
井
風 

 
 

 
 

 
 

美
夜
生 

 

川
柳
の
会 

自
由
題 

 

米
寿
の
日
祝
い
の
膳
に
華
が
咲
く 

 
 

 
 

 

一
美 

老
い
る
と
は
我
が
身
を
攻
め
る
反
抗
期 

 
 

 

一
美 

あ
の
人
の
愚
痴
の
数
々
胸
痛
む 

 
 

 
 

 
 

一
美 

あ
の
日
か
ら
未
（
い
ま
）
だ
占
領
続
い
て
る 

 

た
か
ね 

被
爆
国
民
（
た
み
）
の
願
い
は
非
同
盟 

 
 

 

た
か
ね 

ア
ジ
ア
か
ら
米
軍
帰
れ
そ
れ
一
番 

 
 

 
 

 

た
か
ね 

イ
・
ジ
ェ
ミ
ョ
ン
拗
音
二
つ
で
舌
も
つ
れ 

 
 

杜
撰 

草
抜
き
て
蚊
へ
の
献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 

杜
撰 

あ
れ
、
熱
い
右
往
左
往
の
赤
と
ん
ぼ 

 
 

 
 

杜
撰 

玄
関
に
守
り
の
鬼
居
る
島
根
県 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

 

足
元
見
ず
心
は
米
国
保
身
の
み 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

熊
や
鹿
森
に
住
め
る
環
境
に
！ 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

蛇
口
か
ら
湯
が
出
て
レ
タ
ス
茹
だ
り
そ
う 

 
 

白
夜 

「
夕
涼
み
」
遙
か
昔
の
風
物
詩 

 
 

 
 

 
 

白
夜 

 

盆
あ
け
の
出
勤
励
ま
す
百
合
の
花 

 
 

 
 

 

白
夜 

木
を
切
る
と
暑
く
な
る
の
に
何
故
に
切
る 

 
 

美
夜
生 

 

水
枯
れ
る
⁉
伏
見
の
お
酒
は
ど
う
な
る
の 

 
 

美
夜
生 

「
頂
上
か
」
言
っ
た
瞬
間
山
続
く 

 
 

 
 

 

美
夜
生 
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卓球サークル 

〜楽しく汗を流しましょう〜   

10 月２/９/16/23日(木)13 時～15 時  

向日市民体育館 １時間 200 円 

 

 

ニット手作りサークル 

〜編みたいものを編んでおしゃべりする会～ 

10 月７日(火)10時～12 時 

武 泰子さん宅 

各自、編みたいものをお持ちください 

 

 絵手紙教室 

〜初心者の方に丁寧に指導～  

10 月３日(金)13時半～ 

 区役所中会議室 講師謝礼 1 人 500 円 

指導 清原巳治先生 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

 

お茶の会 

〜一緒に初歩のお茶を楽しみましょう〜 

裏千家茶道お稽古        

濃茶と薄茶・お菓子   

10 月１日／15日(水)13～16 時半  

参加費 1500 円 小島郁子宅(桂坂) 

小島郁子 ☎ 090-7097-3946 

年金者組合西京「うたうなかまたち」 

11 月 10 日(月)13時半～15 時ほっこりサロン 

アコーディオン伴奏 青木 実さん 

山田喜彦 ☎ 090-8385-5380 

 

  

 

美術・芸術に気軽に触れるサークル 
「白沙村荘 橋本関雪記念館」 

     庭園と美術館 入場料 1300 円 

９月 17 日(水)10 時西院北西市バス停留所集合 

参加希望の方は下記へ 

市川弘子 090-2199-2317 

山田喜彦 090-8385-5380 

    

 
 

   

民謡の会『華』 

〜民謡を 唄って 喉、嗄れる～ 

10 月２日(木)、16 日(木)13 時半～15時半  

ユーコート集会所 

参加費 1000 円(１回) 指導 伊藤隆先生 

山田政広 ☎/FAX 332-0016 

 

 

川柳の会 

〜日頃の生活を五七五にたくします～ 

10 月 10 日(金)13時半～15 時半 

会場 西京区役所中会議室 お題は『綱』(つな) 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

井上美智子ﾒｰﾙ 1188michiko@gmail.com 

 

 西京支部 ハイキングクラブ 第 113 回例会  

桃山・吉兆山・沢山 

京都のバックグラウンド・スカイラインを歩く。 

１０月８日第二水曜日 ８時阪急桂改札前集合 

阪急桂＝西院＝立命館大学＝原谷－桃山－吉兆山 

－沢山－沢池－高雄＝西院＝桂 

参加希望の方は大橋歳彦まで事前にご連絡下さい 

TEL090-5052-9239 または LINE で。 

 

携帯 090-5052-9239 まで 

 

 

大橋歳彦 携帯 090-5052-9239 

       FAX075-331-3273 

 

      

サークル案内 

釣り同好会 

小鯵釣りに行きませんか 

〇小鮎釣りは不漁のため中止しましたが、知り合

いから「友釣りでアユが釣れた」と 7 匹貰い美

味しく塩焼きにして食べました。 

〇10、11 月に小鯵釣りを計画します。希望され

る方は一報ください。日程調整の上、釣行計画入

れます。竿・仕掛け貸与します。 

問合せ、藤原 090‐7344-9334 

ダンスサークル・フレンド 

毎水曜日中級 A クラス 14 時～14 時 55分 

  中級 B クラス 15時～15 時 55 分 

     専 科    16 時～16 時 55分 

毎金曜日初級クラス  10 時～10 時 55分 

2900 円+100円(保険料)＝3000 円 

中京区因幡町 112-4 盟親会議室 1F 

指導 竹中貫一先生 上山範子先生 

竹中貫一先生 ☎ 090-1440-5480 


